



















































































































 ゆ エ  
 てくるが・之ぱAuという異物に対する防禦反応と解される。人喰細胞ではAu粒子を
 摂取した状態がしばしば認占うられ.る。㈲吉田肉腫に対して分裂抑制効果0)みられる最少の
1gs
 Au量はラッチ一匹当りO.5肌0であり豊この場合吉田肉瞳細胞は品切の一時間に60～
 120radの放射線をうけろと考えられ.,之はX線を用いた最少抑制量に1ジヨする実験値である50
エ
 
 
 r～80rとほぼ近い値を示している。{7)Au注入は担肉腫ラツテに対して延命効果が認
 められるが,死后の剖検所界、では非注入例との間に蹄瘍浸潤,転移等につき差ぱないと考えられ
 る。
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審 査
結
果 の 要
旨
 悪性陳蠣による胸腹膜炎の治療に対して放射性コ・イドの胸腹腔内注入が行われる様になった
 が,放射性コ・イドの胸腹腔内注入については体内分布,組織内線量,腫瘍細胞に対する作用の
ユヨ 
 特殊性等について幾つかの疑問、点がある。著者はAuコ・イドを用い,腹水型吉田肉腫に対
 して腹腔内注入を行って此等の点を解明せんとし,下記の如く実験を行った。
 
 
 
 に)第1編はAuコ・イドの体内分布等に関する実験である。
 実験材料及び実験方法二実験動物としては体重1eo9グ)大沢雑系雄性ラツテを使用し,担肉
エヨ 
 膵動物としては吉田肉腫腹水0・1ml移植后4日目のものを使用した。Au'10μOを腹腔
 内に注入し,60分まではSc工麟igramDにより,24時間以后は屠殺盾各臓器の放射能を
 測定する事により体内分布状態等を観察した。
ね 
 実験成績:①Auの体内分布について見ると正常及び担肉腫ラツテの何れに於いても注入
エヨ 
 されたAuは速やかに腹腔内に拡がり,注入后15分で既に肝には明らかな分布が認められ
 た。24時間以后になると肝には注入量の1Z8～ろ6.6%が分布し,この他,脾には0.4～
 2.0%,大網及び1聯1膜には5.9～5て%の分布が認められたが骨,心筋,肺等では少なかった。
め 
 ②綴織内線量及び肉腫細胞の被曝量はAu4,0mG注入時に於いて1日間に肝は約89D撒d,
 脾は740rad,腎260rad,腸管i漿膜面ヰ570rad,肉腫細胞では大凡1570～ろ140rad
 と推定される。Q)病理組織学的所見については注入后10日前后に作製した各臓著、幸の組織標本に
 ついて検索したが、肝,脾等は推定被曝量が可成り多いにも拘わらず組織学的には変化が少なく,
 
 
 Auの分布の密な大網表層部・膵周囲組織の外側等に於いてのみ明らかな肉腫細胞の破簗変
 性が認められた。
エヨ 
 {珊第2編はAuコ・イドの吉田肉腫細胞に対する作用に関する実験である。
ゆ 
 実,験材料及ひ実験万法=吉田肉腫移植4日目のラツテに対してAuO.5～2.ロmc注入后
 経時的に腹水を採取し,塗掘票本により肉腫細胞の変化を観察した。
 実験成績:①棲分裂指数はO.5mG以.上の注入により,減少→恢復一減少→恢復と二相性の変
 化を示す。②分裂細胞の各期の相対的割合の変化を見ると、ロ.5皿c以.上の注入により先づ「早
 い前期」及び前期細胞が減少し,後期及び終期細胞の割合は増加する。又,注入60分以后では
 「早い前期」の細胞が回復を示して来る。③異常核分裂細胞の出現頻度は略々注入量に比例して
 大きくなるが,内容的には染色体切断・染色体悶橋形成等が認められ,其の結果として多核細胞
 の出現が著明である。④静止核細胞に見られる変化としては細胞質の腫大,小空胞形成好塩基性
 の低下及び核の不正形化等があり,注入后比較的早期から認められる。
 よって木、論文は学位な授与するに値するものと認める。
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